




■高熱の物を直接置かないでください。

○煙草を落とされたり、アイロンや熱い蓋、容器等を畳表に直置き
　されますと、畳表が溶ける可能性があります。

※セキスイ『MIGUSA』はオレフィン樹脂と無機材料から作られた畳表の
　ため、高熱の物が触れると変形する恐れがあります。

■家具、荷物等を引きづらないでください。

○畳の上で、物を引きづられたり、引っ掻いたりされますと、傷み
　の原因となります。

※家具や置物を移動する際は、引きづらず、必ず持ち上げて
　移動を行ってください。

■床暖房でセキスイ『MIGUSA』をご検討の際は、ご相談ください。

○セキスイ『MIGUSA』は床暖房畳としてご利用頂くことはできません。

※セキスイ『MIGUSA』を床暖房でご利用になられますと、畳表が膨れる
　原因となる恐れがあります。

○床暖房畳としてご使用の場合は床暖房畳対応の畳表『小春』を
　ご使用下さい。

※詳細はMIGUSAホームページ・小春カタログをご覧ください。

セキスイ畳表『MIGUSA』に関するご注意 !!

畳の取り扱いにご注意ください

床暖房用畳でMIGUSAをご検討のお客様へ



畳 製 造 加 工 者　様

セキスイ畳表『MIGUSA』の加工で畳のサイズにあった丈寸法の切断時、端止めは下図の様に隣合う経糸同士が重なり
合う姿で接着加工処理を行ってください。

１． 経糸が１０ミリ以上出るようにMIGUSAの
稈（かん）をほぐしてください。

経糸

美草稈

２． 経糸と隣の経糸が重なりあうようにホットメルト
ボンドで端止めを行ってください。
※端止めを行わないと経糸の抜ける原因とな
　 ります。必ず端止めを行ってください。
※二重に織り込む（折り返す）框止めの際にも

経糸 　 端止めを行ってください。

セキスイ『MIGUSA』畳表の特長の一つとして、クッション性と柔軟性が十分有る為、製畳の際には、必ずホットメ
ルトボンドで端止めしてください。端止めせずに使用されますと、後にイ筋のズレや畳表の弛み等が発生する恐れが
有りますので、ご注意ください。（瞬間接着剤を使用する時は、必ずホットメルトボンドと併用してください）

弊社畳表は、樹脂製品としては温度変化による寸法変化が極めて少ない製品設計となっております。
しかしながら、温度変化が非常に大きい場合を考慮し、畳表の幅寸法を床材の幅より控えめにカットし、製畳して
頂くことをお勧めしております。
※畳床よりも５厘（約１．５ｍｍ）／帖のカットをお勧めしております。

<通常断面図>
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古い畳床、わら床にMIGUSAを使用されますと、凹凸に馴染む恐れがあります。（凹みに見える場合があります。）
やむなくご使用になられる場合には、凹凸が目立たない程度に畳床を修正してご使用ください。

●『MIGUSA』に関するご質問、ご相談がございましたら遠慮なくご連絡ください。

積水成型工業株式会社

■東日本延伸営業所（東京ショールーム）

加工上のお願いと注意点
　　端止めはしっかり接着してください

　　畳表の幅カットにご注意ください

　　古く凹凸の大きい床材（わら床等）の使用は避けてください

セキスイ畳表『MIGUSA』はシックハウス原因物質の放散が無く、体にやさしい材料ですが、組み合わせる部材や保管中に、
他の部材から放散物質が付着する事がありますので、取り扱いにはご注意をお願いします。

　　シックハウス原因物質の付着にご注意ください

畳床 畳床

畳表を畳床より控えてカットしてください

〒101-0024 東京都千代田区神田和泉町1番地（住友商事神田和泉町ビル4F）

TEL03-6837-0305　　FAX03-3865-5653

フリーダイヤル0120-393-756

■西日本延伸営業所
〒530-6125 大阪府大阪市北区中之島三丁目3番23号（中之島ダイビル25階）

TEL06-6479-0274　　FAX06-6479-0265

セキスイ畳「MIGUSA」大阪ショールーム【予約制】フリーダイヤル0120-393-756

予約制 予約制


